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中小製造業様の

～全国4,500社への導入実績より～

DX

IT人材０人でできる！

中小製造業様向けセミナー

戦略
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自己紹介
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大学院卒業後、大手鉄鋼メーカーでの
生産技術エンジニアとしてキャリアをスタート。

協力先の中小製造業経営者様が日々経営に
悩まれている姿を目の当たりにし、
「将来少しでもお手伝いきれば」と考え、
中小企業診断士の資格を取得。

その後、経営コンサルタントとして多くの企業の
経営改善を行う。

現在は、テクノア所属の中小企業診断士と
して、中小製造業の経営改善・DXの支援
を行う。

中小企業診断士
/情報処理安全確保支援士

井上 創
Tsukuru Inoue
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会社概要
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企業名 |

設   立 |

代表者 |

創業者 |

本   社 |

拠   点 |

資本金 |

社員数 |

H    P |

株式会社テクノア

1985年（1981年創業）

代表取締役 山﨑 耕治

大道 等（名誉会長）

岐阜県岐阜市本荘中ノ町8-8-1

東京本部、大阪支店、九州支店

7,280万円

360名（2024年4月1日現在）

www.technoa.co.jp
テクノア公式キャラクター

ノアちゃん
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事業内容

各種パッケージソフト開発・販売・サポート、オーダーメイドシステムの提供

【製造業向け】

生産管理ソリューション：業務効率化・生産性向上・経営力強化

AI＆IoTソリューション：製造現場の見える化

【医療機関向け】

【ECサイト向け】

５
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サポート体制

安定稼働のサポート、継続的成長・改善のための多数サービスを提供
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「お客様の喜び」 が 「私たちの喜び」

「優秀賞」

「奨励賞」

株式会社渡辺製作所 様

株式会社エイワ 様

「中部IT経営力大賞2022」授賞式の様子

■「中部IT経営力大賞2022」2社のTECHSユーザー様が受賞

多品種少量生産に適した基幹システムを導入、見積原価自動計算ソフトを
連携、また各業務の流れを整理して業務フローを再構築、さらに生産計画
の効率化、納期短縮のために生産スケジューラを導入した結果、残業時間
を半減し、新規取引先を５社増加させるなどの成果をあげ、IT経営に取り

組む中小企業の参考となる事例として評価されました。

ご利用のシステム：TECHS-BK、Seiryu for TECHS-BK

ご利用のシステム：TECHS-BK、Seiryu for TECHS-BK、
AI類似図面検索、デジタルドルフィンズ

本社：岐阜県各務原市、代表取締役：渡邊 正 様
業種：金属製品加工業

本社：岐阜県垂井町、代表取締役：佐藤 全良  様
業種：建築用金属製品製造業

スケジューラ―、CAD連携システムなどIoT・ITツールの積極的な活用に
より製造工程を見える化し、AIを取り入れた見積業務の自動化などにより
、作業時間を大幅に短縮、その時間をお客様対応にあて受注増加につなげ
るなど、他の中小企業がIT経営に取り組む際に大いに参考となる事例とし
て評価されました。
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「お客様の喜び」 が 「私たちの喜び」

■「中部IT経営力大賞2021」2社のテクノアユーザー様が受賞

本 社 ： 岐阜県大垣市

代表取締役 ： 墨 勇志 様

事 業 内 容 ： ファッション衣料向けニット（丸編、トリコッ
ト）、織物などの染色整理加工
ファッション衣料向け生地企画製造販売
布地産業資材、雑貨小物等縫製品企画製造販売

「大賞」 株式会社艶金 様 「奨励賞」

本 社 ：愛知県西尾市

代表取締役社
長

：古久根 靖 様

事 業 内 容 ：鋳物部品の機械加工･組立〜販売

コクネ製作株式会社 様

※『TECHS-BK』ユーザー様

豊実精工株式会社 様

「中部IT経営力大賞2018」授賞式の様子

■「中部IT経営力大賞2018」
受賞4社中3社 が TECHSユーザー様 

「優秀賞」

「奨励賞」
株式会社サンエー精機 様
株式会社山口技研 様
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「お客様の喜び」 が 「私たちの喜び」

「日本DX大賞2022中小規模法人部門」で大賞を受賞！

「経済産業省DXセレクション2023」でグランプリを受賞！

本 社 ：岡山県岡山市

従 業 員 数 ： 145名（2022年4月1日時点）

事 業 内 容 ：醤油・味噌・日本酒・焼酎などの醸造食
品を製造する機械・プラントメーカー。
創業90年を迎え、業界ではトップシェア
を占める

株式会社 フジワラテクノアート様
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講座の目的
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IT人材がいなくともDXは推進できそうだ！

IT人材0でできる DX推進のポイント！

中小製造業の
現状

DXやらないと
まずそうだけど。。。

課題

ゴール

本講座

取るべき
DXの方向性

システム導入
の選択肢

事例

でも、IT人材なんて
いないしなぁ。。。
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目次

はじめに

中小製造業の現状とDX推進の方向性

生産管理システム導入の選択肢(個別最適と全体最適)

経営改善を支える「業務効率化」と「経営可視化」の事例

中小製造業のDX事例

製品紹介

10

デジタル人材が少ない中でも、DXを推進するためのポイントを紹介。
DX推進活動に活かしていただきたい。
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中小製造業の状況
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中小製造業は大手製造業と比べ、労働生産性が顕著に低い

※出典：中小企業庁「2023年版 中小企業白書」

大手の半分以下

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2023/PDF/chusho/03Hakusyo_part1_chap3_web.pdf
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国内製造業の状況
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政府は生産性向上の施策として、DXを推進しているが、製造業に限らず
多くの企業において、DXの取り組みが「未着手」、または「一部部門での
実施」にとどまっている状況

※出典：経済産業省「DXレポート2 中間取りまとめ（概要）」
https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-3.pdf

https://www.meti.go.jp/press/2020/12/20201228004/20201228004-3.pdf
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中小企業のデジタル化推進状況
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出典： 中小企業庁「2022年版中小企業白書」

デジタル人材不足、ITリテラシー不足が大きな課題となっている

IT人材不足、ITリテラシー不足
がかかわる課題

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2022/PDF/chusho/04Hakusyo_part2_chap3_web.pdf
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IT人材を
確保できない
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IT人材
無しでは

DXは無理？
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デジタル人材の状況
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出典： 中小企業庁「2023年版 中小企業白書・小規模企業白書 概要案」

高度なデジタル人材がいなくてもDX推進は可能

デジタル人材がいない企業は
支援機関やITベンダーなどと
協力しながらDXを推進している

•段階1：紙や口頭による業務が中心で、デ
ジタル化が図られていない状態

•段階2：アナログな状況からデジタルツール
を利用した業務環境に移行している状態

•段階3：デジタル化による業務効率化や
データ分析に取り組んでいる状態

•段階4：デジタル化によるビジネスモデルの
変革や競争力強化に取り組んでいる状態

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2023/PDF/2023gaiyou.pdf
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中小製造業におけるDX推進の方向性
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デジタル人材がいない(少ない)中でDXを推進するためには、

「外部リソースを使って、DXを推進する」のが妥当。

その方が、圧倒的に早いし、安い

支援機関・ITベンダーなど中小製造業

DX推進

デジタル人材の育成

技術、ノウハウの提供

DX推進の過程でデジタル人材を育成していく
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DXとは
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DXとは
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DX（デジタルトランスフォーメーション）は、

「デジタル技術を使って、業務プロセス・ビジネスモデルを変革すること」

DXには、色々な定義があります。

2004年：スウェーデン ウメオ大学 エリック・ストルターマン教授

「デジタル技術を浸透させることで、生活をより良いものに変革する」

という概念

2018年：経済産業省が策定したDX推進のためのガイドライン(DXレポート)

「企業がデジタル技術を利用して、事業業績や対象を変革する」
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DX

デジタイゼーション
(局所的なデジタル化)

デジタライゼーション
(統合的なデジタル化)

経営可視化

DXの3STEP
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デジタイゼーション、デジタライゼーションを経てDXに至る

中小製造業は
ここ止まりが多い！

業務効率化 デジタル技術活用
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DX

デジタル技術活用

デジタイゼーション
(局所的なデジタル化)

デジタライゼーション
(統合的なデジタル化)

経営可視化

生産管理システム導入

DXと生産性管理システム

21

生産管理システムによって、業務効率化と経営可視化を行う

業務効率化

生産管理システム導入・活用はDX実現のための
十分条件ではないが、必要条件である
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目次

はじめに

中小製造業の現状とDX推進の方向性

生産管理システム導入の選択肢(個別最適と全体最適)

経営改善を支える「業務効率化」と「経営可視化」の事例

中小製造業のDX事例

製品紹介

22

デジタル人材が少ない中でも、DXを推進するためのポイントを紹介。
DX推進活動に活かしていただきたい。
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生産管理システムの選択肢
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生産管理システムの導入には、大きく2つの選択肢がある

スクラッチシステム パッケージシステム

• 高コストで稼働までが長い

• 既存業務フローにシステムを合わせる

• 高度デジタル人材が必要である

• 低コストで稼働までが短い

• システムに業務フローを合わせる

• 高度デジタル人材が不要である
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1つの解_生産管理システム(パッケージ)の導入
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最適な業務フローの1つの解として、パッケージシステムに合わせることが有効

約30年にわたり、顧客ニーズに合わせて、
システムを更新し続けている

『TECHS-S』発売

1994年

『TECHS-BK』発売

2003年

生産スケジューラ
『Seiryu』発売

2019年

クラウド型
『TECHS-S NOA』発売

2022年

岐阜県にて創業

1981年

TECHSシリーズ導入数 4,500社超

元々、中小製造業の生産管理システムを受託開発

受注生産型企業各社の悩み・課題の共通性に気付き、
最適な業務フローとシステムをパッケージ化

最適解の模索
(多くの会社に当てはまる可能性が高い)
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パッケージシステムに業務を合わせる

25
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[参考] 現行業務プロセスの可視化と課題把握_A社
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得意先

【情報の一元管理】
• 表計算ソフト/DBソフト/手書き帳票など、
複数システムで情報を管理しており、
XXX/XXX/XXX作業に苦慮している。

1

現行業務プロセス 問題・課題

【原価管理】
• 原価把握が売上完了から最大1カ月遅れる
ため、コストダウン施策が後追いになっている。

3

業務ごとにシステムがバラバラ1

【事務作業効率化】
• XXXに多くの時間がかかっている。
• XXXなど手で集計しており、膨大な時間が
かかっている。

2

社内 社外社外

見積

仕入先

受注

部品表
作成

出荷

売上

売掛・買掛管理

【XXX品管理】
• XXXが管理できておらず、機会損失が
発生している。

4

見積兼
注文書

見積書
受注台帳

作業指示

製造

在庫確認 発注

払出 仕入

原価集計

作業
指示書

部品表

ハンディーで
払出処理

発注書

ピッキング
リスト

日報

経理
依頼書

原価表

入金 支払

原価集計に膨大な工数
原価把握に最大1カ月

XXX品の管理に苦慮
(XX予定、XX実績把握など)

過去単価参照が困難

検索性が悪い

手書き帳票

社外やり取り

DBソフト対応業務

表計算ソフト対応業務

会計ソフト対応業務

都度発注時はXXX
在庫品発注時は○○○

個別最適

納品書
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[参考] 現行業務プロセスの可視化と課題把握_B社
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工程計画

見積

在庫確認

【情報の一元化】
• XXX/Excel/XXXなど、複数システムで情
報を管理しており情報参照/転記作業に
苦慮している。

1

現行業務フロー 想定課題

【手配・進捗管理】
• 会社全体の部品手配、工程進捗状
況が把握できていない。

• 社内手配問合せ工数が膨大

3

【原価管理】
• 工数予定の設定、リアルタイムの原価
把握ができておらず、原価低減活動
ができていない。

4

得意先

管理システムがばらばら1

営業

仕入先

設計 製造 購買

受注

発注

出荷・売上

売掛・買掛管理

見積・外注

見積書

注文書
(ﾒｰﾙ・FAX) ワークフロー

原価集計

製造

実績入力

請求書

【事務作業効率化】
• 手入力が多く、各業務で同一内容の
転記が生じている。

• 原価を別途Excelで集計しており多く
の時間がかかっている。

• 各部署からの問合せが多い。

2

工程計画

設計

部品表
作成

仕入

実績入力

その他業務

XXX対応業務

Excel対応業務

受注

新規

リピート

納品書

Excelで見積書作成
XXXで確度など引合管理

受注票

ワークフローで関係者に通知。
設計要否(新規/リピート)は営業判断

XXXでToDO管理 図面

検査表不適合
管理

ロット品はExcelが多い。
それ以外は目視。

複数情報をExcelで集計。
仕入・払出がリアルタイム
ではないため後追い集計

引当済在庫か購買しか
把握できず、問合せ多い

請求書発行時、営業からの
原価問合せが多い

部品表に手入力

■その他システム
・会計：XXX
・給与：XXX

発注書

個別最適
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個別最適だと
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生産性向上・
経営改善できない

個別最適だと

①業務が非効率になる

②経営が可視化されない
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生産管理システム(TECHS-BK) 業務フロー
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原価

材料・工数積算で見積根拠
が明確になります。
また、過去実績を参照して
精度の高い積算が行えます

Good Point！

見積書

➢ 手入力の工数削減
➢ 入力ミスによるトラブル防止

Good Point！

工程や機械の負荷を
ガントチャートで
確認できます。

無理のない差立が
行えます。

Good Point！

送付
案内状

さ

作業
指示書 発注書

受注入力 or

見積入力

EDI受注取込

払出指示入力

払出
指示書

払出入力

製造

作業指示入力
（工程指示）

作業指示入力
（作業指示書発行）

作業実績入力

発注入力
（発注書発行）

内作 外作

仕入入力

Good Point

検討課題
検討課題

メモ

情報・業務の流れ

凡 例

TECHS

TECHS帳票

Excel

EUC Tool

POP入力可能

発注書

発注入力
（注文書発行）

仕入入力

在庫 購入

リピート品の在庫管理に対応。
内示情報からの計画生産にも
対応可能です。

Good Point！

出荷入力

売上入力
日々の業務入力を行うだけで、
リアルタイムな個別原価管理ができ、
原価の見える化が実現できます。

Good Point！

ハンディターミナルで
現場から実績送信。
⇒リアルタイムに進捗
が把握でき、顧客対応
も迅速に行えます。

Good Point！

支払入力

製番別原価問合せ

製番別原価明細問合せ&グラフ表示

製番別進捗問合せ

日程計画

工程別進捗問合せ

入金入力

完成

原価管理

買掛管理

売掛管理

進捗管理
負荷管理

全体最適
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■導入背景~Before~

所在地 従業員数

業種

TECHS導入による最も大きな効果は、これまでベテランの頭の中にしかなかった
情報を見える化できたことです。
以前は、受注の可否を製造責任者が経験と勘で判断していました。
そのため、実現困難な受注も多く、納期遅れが発生していました。
工程進捗や部品の発注状況も、誰に聞けばよいかわからず、部署間の問合せや、
曖昧な情報が原因のトラブルが発生していました。
今は、全ての情報がTECHSに一元化されているので、誰もがいつでも必要な情報
を確認できます。

30

TECHSが社内ルールになり、
会社が変革

●Excelに情報を入力するだけで手一杯
●感覚的な納期設定により、納期遅れが発生
●作業指示書がなく、リピート品でも工程がばらばら
●製造ノウハウはベテランの頭の中。技能継承に危機感
●不良履歴が共有できず、同様の不良が多発

株式会社ミヤハラ
http://k-miyahara.co.jp/

山口県周南市 57名

生産用機械器具製造業
常務取締役
松原 啓二 様

電子部品製造装置 精密サニタリー部品

最適化されたパッケージシステムに業務を合わせたことで
会社が変革(生産性向上・属人化解消)

生産管理システム
導入

どこに発注すれば良い？

受注可能？

全てベテラン任せ

各自TECHSで確認、判断

http://k-miyahara.co.jp/


Technoa Inc.©

目次

はじめに
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経営改善を支える「業務効率化」と「経営可視化」の事例

中小製造業のDX事例

製品紹介
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デジタル人材が少ない中でも、DXを推進するためのポイントを紹介。
DX推進活動に活かしていただきたい。
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よくある中小製造業経営者の声

32

改善に取り組む時間もなく、具体的な方法もわからない場合が多い

そもそも生産性向上・経営改善に
取り組む時間がない

時間があったとしても、どこから手を付
けてよいかわからない

①業務効率化による余力の確保

②経営可視化による改善ポイント見極め

全社最適な
システムで解決
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生産性向上のステップ

33

業務効率化による余力確保→経営可視化→効率的な改善

• 手書き帳票の廃止
• 転記作業の低減
• 集計の自動化

経営改善・
生産性向上

デジタルの活用・経営可視化

業務効率化による
余力の確保

経営可視化による
改善ポイントの見極め

• 案件ごとの原価・利益
• 工程負荷・稼働率

1

2
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経営改善・生産性向上ができない理由

34

目標・現状が見えなければ、問題はわからない。
つまり、経営改善(生産性向上)はできない。

現 状

目 標
(あるべき姿)

問 題

改 善

システムで
経営可視化
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生産性向上のステップ

35

業務効率化による余力確保→経営可視化→効率的な改善

• 手書き帳票の廃止
• 転記作業の低減
• 集計の自動化

経営改善・
生産性向上

デジタルの活用・経営可視化

業務効率化による
余力の確保

経営可視化による
改善ポイントの見極め

• 案件ごとの原価・利益
• 工程負荷・稼働率

1

2



※部署、役職、内容等は、すべて取材当時のものです。 © Technoa Inc.

■導入背景~Before~

所在地 従業員数

業種

情報一元化で進捗確認・図面検索工数を月90時間削減

TECHSで、進捗確認工数を月100時間から月10時間に削減できました。
問合せの度に現場を回って確認していた頃は、その工数は膨大でした。
今は、得意先からの納期問合せもその場で即答できるようになり、
発注状況や仕入納期も各自で確認できるようになりました。

36

TECHSが社内ルールになり、
会社が変革

●Excelに情報を入力するだけで手一杯
●感覚的な納期設定により、納期遅れが発生
●作業指示書がなく、リピート品でも工程がばらばら
●製造ノウハウはベテランの頭の中。技能継承に危機感
●不良履歴が共有できず、同様の不良が多発

株式会社ミヤハラ
http://k-miyahara.co.jp/

山口県周南市 57名

生産用機械器具製造業
常務取締役
松原 啓二 様

電子部品製造装置 精密サニタリー部品

TECHSで情報の社内共有

①納期問合せ

③納期回答

②進捗確認、納期調整に奔走

生産管理システム
導入

①納期問合せ

②その場で納期回答

http://k-miyahara.co.jp/
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進捗の
「見える化」

37

リアルタイム進捗把握

案件別の進捗状況が色でリアルタイムに確認できる。



所在地

■導入背景~Before~

※部署、役職、内容等は、すべて取材当時のものです。 © Technoa Inc.

従業員数

業種

38

株式会社フジワラテクノアート
http://www.fujiwara-jp.com/

システム導入の目的を明確にし、
部門横断で業務を改革

岡山県岡山市 150名

食品機械・同装置製造業

●販売管理システムと、Excelや手書きを併用
して業務を管理

●業務の可視化・標準化・生産管理の効率化が
課題

(左から)
製造部製造管理グループ調達チーム
チームリーダー 室井俊輔様
技術営業部 第二グループ 山崎 友香理 様
取締役副社長 藤原 加奈 様
経営企画室 係長 頼 純英 様
製造部製造管理グループ 生産管理チーム
チームリーダー 森浩二朗様

回転式自動製麴
培養装置

発注業務の電子化で、協力会社との情報共有の円滑化と、
月400時間の発注工数・月12万円のコスト削減を実現

以前は発注書を印刷し、1社ずつFAXで送信していましたが、現在はインターネットを介し、
自席ですぐに発注が完了します。また、インターネット上で、発注に関するデータや状況を、
リアルタイムに協力会社と共有できるようになりました。その結果、電話やメールでの納期などに
関するやり取りや、問合せの対応時間も減りました。

発注書を印刷し、1社ずつFAX送付

生産管理システム
導入

発注データを一括管理

基幹システム

連携

http://www.fujiwara-jp.com/


Technoa Inc.©

生産性向上のステップ

39

業務効率化による余力確保→経営可視化→効率的な改善

• 手書き帳票の廃止
• 転記作業の低減
• 集計の自動化

経営改善・
利益増加

デジタルの活用・経営可視化

業務効率化による
余力の確保

経営可視化による
改善ポイントの見極め

• 案件ごとの原価・利益
• 工程負荷・稼働率

1

2
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経営可視化のイメージ

40

案件ごとの
原価・利益の可視化

工程負荷・稼働率
の可視化

手配・工程進捗
の可視化

主要得意先A社からの受注
実は、赤字が多かった。。

思っていたよりも負荷・稼働率
が低い。
内製化できそうだ！

来週加工予定の材料がまだ
入っていない。
仕入れ先に確認しないと！

4画面で日程・進捗管理を行う

現場に設置された大型モニタで負荷や
スケジュールを確認

リアルタイムの原価集計



※部署、役職、内容等は、すべて取材当時のものです。 © Technoa Inc.

■導入背景~Before~

所在地 従業員数

業種

適切な生産計画で
内製比率アップ、機械稼働率50%向上

工程の負荷状況や機械の空き状況の見える化により、適切な生産計画を立てられるようになりました。
その結果、内製比率が上がり、機械の稼働率が50%も向上しました。
以前は、製造責任者がどの機械を使うかを決めており、非稼働の機械が毎日3～4台もありました。
今では、偶発的なトラブルを除けば、ほとんどありません。

41

TECHSが社内ルールになり、
会社が変革

●Excelに情報を入力するだけで手一杯
●感覚的な納期設定により、納期遅れが発生
●作業指示書がなく、リピート品でも工程がばらばら
●製造ノウハウはベテランの頭の中。技能継承に危機感
●不良履歴が共有できず、同様の不良が多発

株式会社ミヤハラ
http://k-miyahara.co.jp/

山口県周南市 57名

生産用機械器具製造業
常務取締役
松原 啓二 様

電子部品製造装置 精密サニタリー部品

工場の負荷状況を見える化
生産管理システム

導入
非稼働

非稼働

経験で割り当て

外注

稼働

稼働

システムで割り当て

内作に切り換え

http://k-miyahara.co.jp/
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進捗の
「見える化」

42

リアルタイム進捗把握

全体の負荷を確認しながら、日程を調整(負荷の山積み、山崩し)できる

日程情報

負荷情報



Technoa Inc.©

問題と改善

43

目標・現状が見えなければ、問題はわからない。
つまり、改善(生産性向上)はできない。

現 状

目 標
(あるべき姿)

問 題

改 善

システムで
経営可視化

目 標
(あるべき姿)

負荷率80％

実際の負荷率50%

外作→内作にしよう！



※部署、役職、内容等は、すべて取材当時のものです。 © Technoa Inc.

■導入背景~Before~

所在地 従業員数

業種

●データの一元化・共有で属人化解消、資料作成工数も削減

●年間300時間以上の見積工数削減、精度も向上

●リアルタイムの経営数値提示で、社員の意識が劇的に向上

データの見える化により、社員の意識が劇的に変化しました。
目標や実績が早い段階で把握できるようになったことで、
全社員が常に目標を意識して動くようになり、
工程の見直しなどの対策もすぐに打てるようになりました。
TECHS導入前は、社員への情報提示に2ヶ月程かかっていました。
そのため、提示する頃には詳細を忘れている、実感が持てないなど、
情報提示の効果がそれほど感じられませんでした。
『限界利益を稼ぐのは自分たちである』という意識を作業者に持ってもらうためには、
生の数字をリアルタイムに提示することが最も効果的だと思っています。
TECHSにより、それが実現できました。

44

TECHSで経営数値の
リアルタイム提示・共有を実現

●過去の発注価格が分からず、取引先の提示額で支払い
●リピート品の見積りに工数がかかり、積算精度も低い
●会議資料作成が属人化
●案件ごとの作業実績が分からず、現場の改善点が不明確
●リアルタイムの経営数値を提示できず、意識改善効果が
希薄

株式会社山田製作所
https://www.yamada-ss.co.jp/

大阪府大東市 18名

製缶板金業
代表取締役社長
山田 雅之様

(左)SUS洗浄容器、(中)粉体篩い分け装置
(右)進捗管理システム「ちょくレポ」

EUC Toolから

会議資料を簡単出力

実績登録用タッチパネル

端末は、工場内で作られ

た置き台に収納

①業務効率化・余力の確保

②経営可視化・改善

https://www.yamada-ss.co.jp/
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問題と改善

45

目標・現状が見えなければ、問題はわからない。
つまり、改善(生産性向上)はできない。

現 状

目 標
(あるべき姿)

問 題

改 善

システムで
経営可視化

目 標
(あるべき姿)

予算・原価目標

このままだと
予算オーバーだ

対策を講じないと！
外作→内作しよう！
工程を見直そう！



Technoa Inc.©46

よくある怖い話



Technoa Inc.©

よくある怖い話

47

売上 原価 粗利 判断

導入前 5,000円 4,000円 1,000円

導入後 5,000円 5,400円 -400円

差額 0円 1,400円 -1400円 -

もっと作ろう

改善が必要だ

製品別原価が見えれば、改善ができる！

主力製品が実は赤字だった。。。



■導入背景~Before~

© Technoa Inc.

業種

※部署、役職、内容等は、すべて取材当時のものです。

所在地

業種

従業員数

株式会社友伸エンジニアリング
http://www.yushin.co.jp/

・業務データは部門毎にExcelで管理
・原価の集計結果は月次、日程計画は週次で
しか情報共有できていない

・日程調整や工程変更に対応しきれず、残業
や社内調整に追われていた

原価割れ物件8割削減、技術部から
工場まで日程計画で一元管理

48

東京都府中市 129名

配電盤・電力制御装置製造業

いつでも必要な時に、原価情報をリアルタイムに共有
全社の原価意識が向上

仕掛段階から、原価の予実管理を実現
注意喚起、価格交渉など、各部門の連携で、原価割れ物件を8割削減

工場での仕事風景受注生産の配電盤

取締役 常務 新保 弘樹 様（右）
購買部 佐久間 陸朗 様（左）

営業

技術

購買

総務
追加見積
価格交渉

仕様変更

予算超過

仕入先変更
価格交渉

予算超過

部品見直し

赤字物件

8割削減

http://www.yushin.co.jp/
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中小製造業のDX事例

製品紹介

49

デジタル人材が少ない中でも、DXを推進するためのポイントを紹介。
DX推進活動に活かしていただきたい。
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DXを阻む
よくある壁
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DXを阻むよくある壁

51

現場の反発

アナログからデジタルへの
急激な変化

目的⇔手段
の取り違え

モチベーションの低下
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DXを阻むよくある壁_解決方法①

52

ちょっとした成功体験で、
デジタル化の抵抗感をなくす
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DXを阻むよくある壁_解決方法②

53

経営層からの幾度にも渡る目的の説明。
主体的な関りで社員が”自分ごと”と捉える



Technoa Inc.©

DXの検討順

54

DXはあくまで手段、まずは将来的に成し遂げるべき目的・目標を設定する

ことが重要

DXはあくまで手段、まずは将来的に成し遂げるべき目的・目標を設定する

ことが重要
DX(デジタル化・IT化)はあくまで手段、

まずは将来的に成し遂げるべき目的・目標を設定することが重要です

新事業創出
コスト削減
品質向上、不良率低減

属人化解消 etc.目的

目標

手段

検討順

目的・目標・課題解決の
手段がDX・IT化かも？

残業時間の50%削減
調達コストの15%削減
不良品率の50%減少

業務データの完全データ化 etc.

もし課題があれば
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DX

DXと生産性管理システム

55

生産管理システムの導入は、デジタイゼーション・デジタライゼーションを担う

業務効率化 デジタル技術活用

デジタイゼーション
(局所的なデジタル化)

デジタライゼーション
(統合的なデジタル化)

経営可視化

業務・ビジネスモデル
大変革！
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老舗圧力計メーカーがDXによる多角化成長戦略を実現

56

※出典：独立行政法人情報処理推進機構 (IPA)「中小規模製造業者の製造分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）推進のためのガイド製造分野の DX 事例集」
https://www.ipa.go.jp/files/000087633.pdf

株式会社木幡計器製作所
https://kobata.co.jp/

大阪府、従業員14名

計測制御機器 の設計 ・ 製造
（船舶向け計器）

• 将来的な市場縮小を見据え、個々の
顧客が真に望むサービスには何があるか、
ということを模索し始めた。

• 計器計測・管理業務を担うメンテナンス
事業者における省力化課題・ニーズが
判明。(紙べース作業、人材不足、メン
テナンス経費の削減要求)

【IoT圧力計の開発】
• 既存の計器に後付けし、機器の稼働状態を遠隔監視可能な
「後付けIoTセンサ・無線通信ユニット」を開発

• 連携パートナーとともに、ハード・ソフト両側面でのIoT機器を提供

【成功要因】
• 大きな夢を見ず、小さく始める
• IT人財の確保：大手弱電メーカー退職者を雇用

計器
メーカー

後付け
IoT計器

医療用
機器

スタート
アップ
支援施設

多角的な成長戦略

新ビジネス

企業概要

会社名

所在地

業種

背景

IoTの取組内容

DX事例①_株式会社木幡計器製作所

https://www.ipa.go.jp/files/000087633.pdf
https://kobata.co.jp/
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DX事例②_株式会社フジワラテクノアート

57

出典： 経済産業省「DXセレクション2023」

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-selection/dxselection2023report.pdf
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デジタル人材育成
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デジタル人材育成の事例

59

初めはトップダウンでDXを推進。

活動を通じて、ITに興味を持ち、
自ら学ぶ文化を醸成。
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まとめ

60

デジタル人材がいない(少ない)中で中小企業がDXを推進するためには、

外部リソースを使う方が圧倒的に早いし、安い。

支援機関・ITベンダーなど中小製造業

DX推進

技術、ノウハウの提供

DX推進の過程で
デジタル人材を育成していく
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ご清聴 ありがとうございました
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製品のご紹介
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テクノアソリューション

各種パッケージソフト開発・販売・サポート、オーダーメイドシステムの提供

５

【製造業向け】

生産管理ソリューション：業務効率化・生産性向上・経営力強化

AI＆IoTソリューション：製造現場の見える化
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個別受注型 機械・装置製造業様向け

『TECHS-S(テックスエス)』

多品種少量生産型 部品加工業様向け

『TECHS-BK(テックスビーケー)』

生産管理システム『TECHS』シリーズは、受注生産が多い中小製造業様の業務管理に特化した
生産管理システムです。受注から発注、仕入、買掛管理まで、社内の業務データの一元管理に必要な
機能が揃っています。

全国：4,500社超
✓福島件で50社以上
の導入実績有り

改善事例や製品の詳細は、ぜひホームページをご覧ください。

https://www.techs-s.com/product

生産管理システム『TECHS』シリーズ

https://www.techs-s.com/product
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生産形態の種類
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TECHSユーザーの多くは受注生産＆多品種少量＆個別生産

受注生産

見込生産

個別生産

ロット生産

連続生産

多品種
少量生産

中品種
中量生産

少品種
多量生産

注文の取り方 製品の種類と生産量 製品の流し方

事例が多い

事例が少ない

ここが多い
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TECHSユーザ様限定 無料研修会（TMS）

会場開催 動画

製品の使い方だけでなく、
中小製造業様に役立つITの

基礎知識もご紹介。

Webセミナー

リアルタイム配信なので、
講師がその場で質問に回答。ユーザー様同士の交流も。

「TECHS導入企業様にもっとシステムを活用してほしい！」、「外部研修の
時間と費用を捻出しにくい中小製造業の皆さまにスキルアップしていただき
たい！」という熱い想いから生まれた無料のサービスです。

2017年にサービスを開始以来、今では年間100講座を開催し、ご参加者
様からは数えきれないほどのお喜びの声をいただいております。

過去のTMS開催講座 抜粋

半導体講座<エヌビディア/TSMC/ラピダス/パワー半導体>

ビジネススキルアップ<ロジカルシンキング/仮説思考/フェルミ推定/行動経済学>

IT勉強会<生成AI/RPA/PCショートカットキー活用、ITパスポート合格コース、情報セキュリティ>

経営者向け講座<経営塾「経営戦略」/原価チャージ/経営計画書の作り方/値段交渉>
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主な改善効果

IT経営コンサルティングサービス

67

https://www.techs-s.com/case/show/97

過去最高益を達成したユーザー様の改善事例はコチラ

➢ 財務分析の下、根拠ある目標営業利益/原価の設定

➢ 達成に向けた原価低減の自走PDCA組織の構築

➢ 管理会計の強化と経営会議を通じた幹部育成

➢ 経営数字の見える化で原価会議を仕組み化

☞

https://www.techs-s.com/case/show/97
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